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株式会社三菱東京 UFJ 銀行 

株式会社日本政策投資銀行 

 

三菱東京 UFJ 銀行と日本政策投資銀行との ABL ファイナンスにおける業務提携について 

 

株式会社三菱東京 UFJ 銀行（頭取 平野
ひ ら の

 信行
のぶゆき

）と、株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社

長 橋本
はしもと

 徹
とおる

、以下 DBJ）は、先般、ABL※1を活用した債務保証に関する業務提携の覚書を締結い

たしました。 

※1 ABL/アセット・ベースド・レンディング（Asset Based Lending）の略称：動産（在庫等）や債権の担保を裏付にした融資 

 

本業務提携の目的は、三菱東京 UFJ 銀行と DBJ が、それぞれ培ってきた ABL 及び動産・債権

担保のノウハウの共有化及び深化を通じ、担保として有効活用されていない在庫や債権といった

流動資産を活用できるストラクチャーを構築し、成長資金としてのニューマネーの供給を果たす

ことにあります。 

 

 本業務提携により、①債務者が保有する動産（在庫等）や債権に対し、三菱東京 UFJ 銀行と DBJ

が共同担保を取得し、②三菱東京 UFJ 銀行が行った融資に対して DBJ が債務保証（「ABL 型債

務保証」という）を行います。この ABL 型債務保証により、お客様は新たな資金供給が受けられ

る可能性があります※2。 

※2 ABL 導入に関しましては、三菱東京 UFJ 銀行及び DBJ のそれぞれ審査があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 

※3  株式会社ゴードン・ブラザーズ・ジャパン：動産評価、動産買取・換価の分野で世界最大手の米国 Gordon  
Brothers Group と DBJ が主体となり合弁で設立した法人。動産評価、動産換価、動産担保融資の専門会社

として、金融機関や事業会社のサポートを行っています。 

三菱東京 UFJ 銀行及び DBJ は、本業務提携を通じて、流動資産を活用した資金調達を検討して

いるお客さまへのサポートを充実させるとともに、金融インフラの一つである ABL の裾野を広げ

ることを通じて更なる国内金融基盤の拡充に貢献してまいります。 
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